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御領　潤 弘前大学大学院理工学研究科

駄文

　「若手研究者へのメッセージなど」というテーマで何か書け、という鬼丸さんから

の指示が下り、締め切り当日にこの拙文を書き始めております。本当に何を書いたら

いいのやらという気持ちですが（そもそも私だって若手なのに…）、とりあえず大い

に恥を忍び、いくらか過去を振り返ることから筆を進めてみます。

　大学院重点化により私たちが修士に進んだ頃から院生の定員が大幅に増え、北

大の出身研究室にも同期が５人おりました。５人とも研究者になることを夢見ておりました。若手夏の学校（物

性ではなく素核宇宙）で戸隠高原まで出かけて行って、全国から集まった同年代の仲間と友達になったのが楽

しい思い出の一つです。M２になって修論を書くわけですが、研究室の同期は皆優秀で修論の内容を専門誌

に掲載することに成功しました（私以外は）。５人とも博士課程に進んだのですが、そんなこともあって最初の

半年間くらいは何やら研究に身が入らない状態が続いておりました。今から思うとどうでも良いことで腐って

いたものです。どういうきっかけがあったのか全く記憶にありませんがその後は気をとりなおし、D論はなんと

か無事に３年で書き終えました。しかし安定した職を得るまでにはそれから長い紆余曲折がありました。

　最初は京都に移り、当時基研におられた Sigrist さんから異方的超伝導の手ほどきを受けました。私は博

士課程の後半にゲージ場の理論の応用として超伝導・超流動を議論していましたが、Sigristさんによって

凝縮系物理の研究としての軌道に乗せていただきました。基研には５ヶ月ほどの短い滞在でしたが、その

間にカイラルp-波超伝導に関する共同研究の結果を論文として公表出来たのはとても幸いでした。

　京都の次は柏に移り、移転直後の物性研でポスドクとして雇っていただきました。研究室は甲元研で

した。TKNN公式は当時すでに有名でしたが、ここ１０年来のさらなる爆発的な進展は当時の私なぞ

には想像もつきませんでした。提唱者の一人からの直伝はとても貴重でした。物性研では他の研究室

の先生方やスタッフの方々にもとても良くしていただき、充実した期間を過ごせました。鬼丸さんとの

交流が始まったのもこの頃です。

　その後も１０年間、ドレスデン→青学→名古屋→東大生産研→ETHと任期付きの職を転々とし

ました。その間、お世話になった先生・友人・知人の方々からの力強いご助力・お励ましを受け、

おかげさまでようやく弘前に落ち着くことができました。今から６年前になります。皆様のご厚情に

対し、この場を借りて深く御礼申し上げます。

　転々としていた間どんな心持ちでいたか今では正直うろ覚えなのですが、基本的に楽観的だっ

たように思います。私には少々、悲観的な未来を想像する能力が欠如しているようです。皆様に

楽しんでいただけるようなストーリーは持ち合わせていませんが、自分自身は楽しんで暮らして

いたように思います。研究職に就けることを切に願っていましたが、もしそうならなくても何とか

なるでしょう、ともかく今は研究しましょう、といった気持ちだったでしょうか。それと相反するか

もしれませんが、心のどこかでは研究職に就くことを（願うだけでなく）図々しくも信じていた

節があったような気もします。信じるというのは大事なのかもしれません。駄文になるだろうと

信じて書き始めると、やはり駄文になるように。


